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1. 平成30年12月期第2四半期の連結業績（平成30年1月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第2四半期 3,355 △7.4 △57 ― △201 ― △280 ―

29年12月期第2四半期 3,621 △5.9 △20 ― △31 ― 214 ―

（注）包括利益 30年12月期第2四半期　　△194百万円 （―％） 29年12月期第2四半期　　240百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第2四半期 △1.10 ―

29年12月期第2四半期 0.80 0.79

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年12月期第2四半期 17,773 9,206 45.0

29年12月期 18,141 9,456 45.3

（参考）自己資本 30年12月期第2四半期 7,991百万円 29年12月期 8,226百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年12月期 ― 0.00

30年12月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年12月期の連結業績予想（平成30年 1月 1日～平成30年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,500 △1.4 290 ― 290 309.7 200 △19.6 0.76

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

平成30年12月期の配当は未定とさせていただきます。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期2Q 281,708,934 株 29年12月期 281,708,934 株

② 期末自己株式数 30年12月期2Q 27,763,761 株 29年12月期 27,763,760 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期2Q 253,945,173 株 29年12月期2Q 270,007,269 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注記事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍政権の内閣支持率が大きく下落し、景気の先行きについ

ても心配されましたが、引き続き受注や設備投資等への期待がみとめられました。 

当社グループにおける当第２四半期連結累計期間の連結業績は、堅調なインバウンド需要を背景に宿泊事業を

推し進め、大阪地域における宿泊部門は堅調に推移したものの、料理提供、宴会サービスを提供するホテルにおい

てレストラン、宴会部門は伸び悩み、売上高では前年同四半期を下回る3,355百万円（前年同四半期比7.4％減）と

なり、営業費用の抑制に努めましたが、営業損失は57百万円（前年同四半期は営業損失20百万円）となりました。 

営業外収益として５百万円計上した一方、為替差損として90百万円計上した他、当社の支払利息28百万円等を

計上したことにより、営業外費用149百万円を計上したことにより、経常損失は201百万円（前年同四半期は経常損

失31百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は280百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四

半期純利益は214百万円）となりました。 

 

セグメント別の業績は以下のとおりです。 

 

①宿泊事業 

 堅調なインバウンド需要を背景に宿泊事業を推し進め、大阪地域における宿泊部門は堅調に推移したものの、

レストラン部門、宴会部門は伸び悩んだこと、2018年1月に旧軽井沢ホテルの営業が終了したことにより売上高

3,021百万円（前年同四半期比8.2％減）となり、営業利益は、28百万円（前年同四半期比57.2％減）となりまし

た。 

②その他投資事業 

 その他投資事業部門におきましては、霊園事業において現地通貨に対し円が弱くなったことに伴い売上高では

前年同四半期を上回る334百万円（前年同四半期比1.6％増）となりました。また、住宅等不動産開発事業におい

て修繕等の費用の抑制につとめ、営業利益は43百万円（前年同四半期比38.0％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

① 財政状態 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて2.0％減少し、17,773百万円となりまし

た。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて6.1％減少し、3,193百万円となりました。これは売掛金が111百万円減

少したことなどによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.1％減少し14,580百万円となりました。これは、建物及び構築物が100

百万円、のれんが72百万円、長期貸付金が45百万円減少したことなどによります。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて1.4％減少し、8,567百万円となりまし

た。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて9.1％減少し、2,427百万円となりました。これは、買掛金が100百万

円、未払金が75百万円減少したことなどによります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.1％増加し、6,140百万円となりました。これは、長期借入金が137百

万円、長期預り保証金が６百万円増加したことなどによります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.6％減少し、9,206百万円となりまし

た。これは、利益剰余金が280百万円減少したことなどによります。 
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ84

百万円減少し、1,288百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は９百万円（前年同四半期は40百万円の使用）となりました。 

 これは主に税金等調整前四半期純損失209百万円、減価償却費148百万円、売上債権の減少額111百万円、利息の

支払額28百万円、法人税等の支払額32百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は31百万円（前年同四半期は155百万円の使用）となりました。 

 これは主に有形固定資産の取得による支出37百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は36百万円（前年同四半期は８百万円の獲得）となりました。 

 これは主に長期借入れによる収入113百万円、長期借入金の返済による支出96百万円、非支配株主への配当金の

支払額42百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成30年12月期の通期の連結業績予想につきましては、現在までの業績を踏まえ下期の業績を見直した結果、主

力事業である宿泊事業において、売上確保に向け積極的な営業部門への人材投入に加え、営業費用の削減の取組み

等により、下期において収益が回復し、概ね当初の想定通りの見込みとなっていることから、平成30年２月９日に

公表いたしました業績予想を修正しておりません。詳細につきましては、平成30年８月９日に公表いたしました

「営業外費用の計上ならびに業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

- 3 -

株式会社アゴーラ・ホスピタリティー・グループ（9704）平成29年12月期　第２四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成29年12月31日） 

当第２四半期連結会計期間 
（平成30年６月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,372,385 1,288,352 

売掛金 420,438 308,616 

有価証券 180,373 169,908 

貯蔵品 77,488 65,175 

開発事業等支出金 1,026,978 1,073,136 

その他 342,209 316,051 

貸倒引当金 △18,172 △27,431 

流動資産合計 3,401,701 3,193,809 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,513,696 3,412,870 

車両運搬具（純額） 17,224 8,901 

工具、器具及び備品（純額） 102,713 93,068 

土地 6,072,214 6,072,214 

住宅用賃貸不動産（純額） 2,760,460 2,749,257 

建設仮勘定 3,350 14,687 

有形固定資産合計 12,469,660 12,351,000 

無形固定資産    

商標権 2,801 2,549 

ソフトウエア 10,145 8,611 

のれん 1,706,594 1,633,665 

無形固定資産合計 1,719,541 1,644,826 

投資その他の資産    

投資有価証券 37,240 36,725 

長期貸付金 423,523 378,371 

その他 90,235 169,150 

投資その他の資産合計 551,000 584,246 

固定資産合計 14,740,201 14,580,074 

資産合計 18,141,903 17,773,883 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成29年12月31日） 

当第２四半期連結会計期間 
（平成30年６月30日） 

負債の部    

流動負債    

買掛金 311,890 211,485 

1年内返済予定の長期借入金 782,105 762,120 

未払金 928,610 852,790 

未払費用 27,017 14,835 

未払法人税等 81,200 27,590 

賞与引当金 50,927 43,154 

ポイント引当金 427 210 

資産除去債務 26,000 26,000 

その他 461,322 488,819 

流動負債合計 2,669,500 2,427,008 

固定負債    

長期借入金 5,439,788 5,577,719 

長期預り保証金 530,431 536,802 

繰延税金負債 267 742 

その他 45,321 25,057 

固定負債合計 6,015,808 6,140,322 

負債合計 8,685,309 8,567,330 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,534,406 8,534,406 

資本剰余金 2,642,464 2,646,000 

利益剰余金 △1,857,181 △2,137,469 

自己株式 △1,033,512 △1,033,512 

株主資本合計 8,286,178 8,009,425 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △60,033 △17,953 

その他の包括利益累計額合計 △60,033 △17,953 

非支配株主持分 1,230,448 1,215,079 

純資産合計 9,456,593 9,206,552 

負債純資産合計 18,141,903 17,773,883 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 3,621,578 3,355,312 

売上原価 2,541,232 2,384,648 

売上総利益 1,080,345 970,663 

販売費及び一般管理費 1,101,264 1,028,325 

営業損失（△） △20,918 △57,662 

営業外収益    

受取利息 318 111 

受取配当金 2 2 

為替差益 23,424 - 

受取家賃 1,927 2,720 

その他 14,841 3,013 

営業外収益合計 40,515 5,848 

営業外費用    

支払利息 19,973 28,430 

為替差損 - 90,849 

資金調達費用 - 15,786 

持分法による投資損失 17,373 11,869 

開業費償却 6,073 - 

その他 7,335 3,025 

営業外費用合計 50,755 149,962 

経常損失（△） △31,159 △201,775 

特別利益    

新株予約権戻入益 1,955 - 

受取補償金 267,377 - 

賃貸借契約解約益 51,936 - 

特別利益合計 321,269 - 

特別損失    

事業撤退損 - 7,253 

特別損失合計 - 7,253 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
290,110 △209,028 

法人税、住民税及び事業税 41,321 28,038 

法人税等調整額 △1,342 - 

法人税等合計 39,978 28,038 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 250,131 △237,067 

非支配株主に帰属する四半期純利益 35,156 43,220 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
214,974 △280,288 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 250,131 △237,067 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △9,622 42,080 

その他の包括利益合計 △9,622 42,080 

四半期包括利益 240,508 △194,986 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 205,351 △238,207 

非支配株主に係る四半期包括利益 35,156 43,220 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
290,110 △209,028 

減価償却費 148,433 148,305 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,257 9,259 

賞与引当金の増減額（△は減少） 29,862 △7,772 

ポイント引当金の増減額（△は減少） △112 △216 

受取利息及び受取配当金 △321 △114 

支払利息 19,973 28,430 

為替差損益（△は益） △22,526 94,404 

持分法による投資損益（△は益） 17,373 11,869 

受取補償金 △267,377 － 

のれん償却額 72,928 72,928 

繰延資産償却額 6,073 － 

新株予約権戻入益 △1,955 － 

売上債権の増減額（△は増加） 36,153 111,820 

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 6,867 10,464 

たな卸資産の増減額（△は増加） 19,804 12,313 

開発事業支出金の増減額（△は増加） △77,504 △65,470 

仕入債務の増減額（△は減少） △86,437 △98,587 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △138,130 △12,488 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △140,194 △54,025 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △10,279 △10,278 

その他 △18,876 9,210 

小計 △107,877 51,025 

利息及び配当金の受取額 321 114 

利息の支払額 △18,565 △28,534 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 85,374 △32,424 

営業活動によるキャッシュ・フロー △40,747 △9,818 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △158,028 △37,463 

有形固定資産の売却による収入 － 5,601 

無形固定資産の取得による支出 △1,260 － 

貸付金の回収による収入 4,077 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △155,211 △31,862 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 － 113,975 

長期借入金の返済による支出 △96,872 △96,052 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 133,750 － 

自己株式の取得による支出 △25 △0 

非支配株主への配当金の支払額 △28,310 △42,417 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
－ △12,000 

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,541 △36,494 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △490 △5,866 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △187,907 △84,041 

現金及び現金同等物の期首残高 1,358,307 1,372,550 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,170,399 1,288,509 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  宿泊事業 その他投資事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 3,292,910 328,667 3,621,578 － 3,621,578 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － － － － 

計 3,292,910 328,667 3,621,578 － 3,621,578 

セグメント利益 65,958 31,749 97,708 △118,626 △20,918 

（注）１．セグメント利益の調整額△118,626千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至 平成30年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  宿泊事業 その他投資事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 3,021,253 334,058 3,355,312 － 3,355,312 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － － － － 

計 3,021,253 334,058 3,355,312 － 3,355,312 

セグメント利益 28,249 43,806 72,055 △129,718 △57,662 

（注）１．セグメント利益の調整額△129,718千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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